
令和５年度 「手づくり 郷土
ふ る さ と

賞」伝達式を行います！ 

■地域づくりの優れた取組を表彰する「手づくり郷土賞」を受賞された団体に
対して、国土交通大臣認定証の伝達式を行います。

■受賞団体  下町惣門会 （大賞部門）

■伝達式

【日 時】令和６年３月８日（金）１４時３０分から（３０分程度） 

【場 所】山鹿市役所５階 ５０１会議室 

【概 要】九州地方整備局長から受賞団体へ認定証等を伝達。 

■現地視察

【日 時】  同 日 １５時２０分から（１１０分程度） 

【場 所】 山鹿市山鹿「豊前街道」他（資料１参照） 

■手づくり郷土賞の概要（詳細については、資料－２～４参照）

地域の個性・魅力を創出し、良質な社会資本及びそれと関わりをもつ優れた地域 

活動を広く募集・発掘し、これらを全国に広く紹介することにより、個性あふれ活 

力ある郷土づくりに資することを目的として、昭和６１年度に創設された国土交通 

大臣表彰制度。令和５年度で３８回目。 

【大賞部門】 

過去に受賞した団体で、その後の活動が発展している団体を対象とした部門。 

■取 材： 報道関係者席を用意しております。取材希望の場合は、 

「別紙取材登録書」により、事前申し込みを３月５日（火） 

17：00 までにお願いします。 

■問い合わせ先

（手づくり郷土賞について）

九州地方整備局  企画部  企画課長補佐 水田 大輔（内線：3155） 

TEL：092-471-6331（代表） 

（現地視察・伝達式について） 

菊池川河川事務所 管理課長 湯浅 祥次（内線：331） 

TEL：0968-44-2171（代表） 

令 和 ６ 年 ２ 月 ２ ９ 日 

九 州 地 方 整 備 局 

菊 池 川 河 川 事 務 所 
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取 材 登 録 書 

会議名：手づくり郷土賞伝達式（３月８日（金）） 

取材を希望される方は、事前にご登録をお願いします。 

下記に「報道機関名、記者名、連絡先」をご記入のうえ、FAX でご返信願います。 

FAX 送信期限：令和６年３月５日（火）17：00まで 

FAX 送付先：菊池川河川事務所 管理課 

FAX 番号：0968-44-4673 

参加希望の番号に丸印をお願いします。 

１．手づくり郷土賞伝達式 １４：３０～１５：００ 

２．現地視察           １５：２０～１７：１０ 

※取材対応は伝達式後に行います。

◆報道機関名

◆記 者 名（当日会場に来られる方すべて）

１）

２）

３）

◆連 絡 先（代表者の連絡先・携帯番号等）

◆メールアドレス

（備考） 

上記の「◆連絡先（代表者の連絡先）」には、当日に連絡可能な連絡先を記入して

下さい。 
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資料１ 

■現地視察場所
菊池川 山鹿市山鹿 惣門地区「豊前街道」

山鹿市役所

443
200

3

325

16

豊前街道

八千代座
出発地点（15：20 発）
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国土交通大臣表彰 「手づくり郷土賞」とは

地域の個性・魅力を創出し、良質な社会資本及びそれと関わりをもつ優

れた地域活動を広く募集・発掘し、これらを全国に広く紹介することにより、

個性あふれ活力ある郷土づくりに資することを目的として、昭和６１年度に

創設された国土交通大臣表彰制度。令和５年度で３８回目。

手づくり郷土賞選定委員会（令和５年度）

有識者からなる手づくり郷土賞選定委員会により、幅広い観点から審査し

選定します。

◆手づくり郷土賞の概要

◆手づくり郷土賞選定委員会

【大賞部門】
過去に受賞した団体で、その後の活動が発展している団体を対象とした部門

【一般部門】
はじめて受賞する団体を対象とした部門

ふ る さ と

（敬称略）

（参考）手づくり郷土賞の過去の受賞案件は以下のURLに掲載しています。
http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/region/tedukuri/

委 員 長 野澤 康 工学院大学 建築学部まちづくり学科 教授

委 員 河野 まゆ子 株式会社ＪＴＢ総合研究所 執行役員 地域交流共創部長

委 員 小浦 久子 神戸芸術工科大学 芸術工学部環境デザイン学科 教授

委 員 斉藤 俊幸 イング総合計画株式会社 代表取締役／地域再生マネージャー

委 員 坂元 英俊 一般社団法人 地域観光研究所 代表理事

委 員 真田 純子 東京工業大学 環境・社会理工学院 教授

資料２
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令和５年度 手づくり郷土賞【大賞部門】 選定案件概要

資料３

＜活動内容＞

平成１２年、テレビドラマで下町商店街がロケ地となったことがきっかけで、ガイド付きの
街案内ツアー「米米惣門ツアー」の運営を開始。豊前街道を活用したまち歩きツアーは、
店主たちが代わる代わるガイドを務めるリレー方式で実施。外国人により感動が伝わり
やすいように、実際に触れてもらい言葉に頼らないガイドを開始。ツアー参加者数は、新
型コロナの影響により一時低迷したが、現在は回復傾向。豊前街道において歴史文化の
継承や歴史的町並みなどの広報を続け、地域活性化に貢献している。

＜地域活動団体＞
下町惣門会

＜対象となる社会資本＞
豊前街道 管理者：九州地方整備局・山鹿市

＜一般部門等の受賞年度＞ 平成２６年度

（熊本県・山鹿市）

米米惣門ツアー～永遠に続くストーリー～

海外企業進出によるインバウンド客増加
が期待

実際に触れてもらう言葉によらないガイド

5



＜大賞部門＞

応募者
応募案件名（一般部門受賞年度）市区町村

都道
府県

地整等名No
社会資本管理団体地域活動団体

九州地方整備局
き くち がわ

菊池川河川事務
や ま が し

所 ・ 山鹿市

しもまちそうもんかい

下町惣門会
こめこめそうもん

米米惣門ツアー ～永遠に続くストーリー～（H26）
や ま が し

山鹿市熊本県

九州

1

さ い と し

西都市

つまきた

妻北地域づくり協議会/映

画「みちのみちのり」製作

委員会

き き みち

記紀の道 ～地域の宝をつなぎ心を育む～（R1）
さ い と し

西都市宮崎県2

＜一般部門＞
応募者

応募案件名市区町村
都道
府県

地整等名No
社会資本管理団体地域活動団体

－

はこだて

函館花いっぱい道づくりの

会
はこだて花かいどう～２０年目のおもてなし～

は こ だ て し

函館市北海道

北海道

1

－
もとまち

くしろ元町青年団
もとまち

くしろ元町の歴史と自然を活かしたフットパス活動
く し ろ し

釧路市北海道2

－

おおどうさわ

大道沢公園ホタルプロ

ジェクト

人が集まり交流する都市公園へ～地域をつなぐホタ
ル復活プロジェクト～

き み つ し

君津市千葉県

関東

3

も り や し

守谷市

もり

民間非営利任意団体・守
や し

谷市観光協会

も り や や ち ょ う

市民手づくりの本格的自然歩道「守谷野鳥のみち」～

市街地隣接大規模未利用緑地の戦略的活用～

も り や し

守谷市茨城県4

－

なか

特定非営利活動法人 中
ご う く

郷区まちづくり振興会
無人駅で賑わいの創出

じょうえつし

上越市新潟県

北陸

5

－

お く ひ だ お ん せ ん ご う ひ と え が ね ち ょ う

奥飛騨温泉郷一重ケ根町
ないかい

内会

さぼうえんてい

「人と自然の交流拠点」しのぶ砂防堰堤
たかやま し

高山市岐阜県6

いちのみやし

一宮市
しみんれん

志民連いちのみや手づくり文化の発信から公共地の官民連携活用へ
いちのみやし

一宮市愛知県中部7

－

おくはり

特定非営利活動法人奥播
ま ゆ め く ら ぶ

磨夢倶楽部

のうさんそん

ひらかれた農山村地域社会の実現をめざして
し そ う し

宍粟市兵庫県近畿8

は ま だ し

浜田市

いまふくせん

今福線を活かす連絡協議

会

こうひんてつどういまふくせん

「幻の広浜鉄道今福線」を活かした地域活性化
は ま だ し

浜田市島根県

中国

9

中国地方整備局
い ず も

出雲河川事務所

こ

さくらおろち湖活性化ネッ

トワーク会議

お ば ら

尾原ダム地域活性化の取組み～地域とともに10年、

そしてこれからも。～

う ん な ん し

雲南市、
おくいずもちょう

奥出雲町
島根県10

や わ た は ま し

八幡浜市

やわたはま こう

八幡浜港みなとまちづくり

協議会

港を拠点とした市民によるまちづくり活動～みなとま
やわた はま

ち八幡浜の再生～

や わ た は ま し

八幡浜市愛媛県

四国

11

さかわちょう

佐川町

ま き の こ う え ん く

牧野公園はなもりC-
ら ぶ

LOVE

ま き の と み た ろ う は か せ つな

牧野富太郎博士への思いを紡ぐ公園づくり～みんな
まきのこうえん

で育てる牧野公園～

さかわちょう

佐川町高知県12

－
特定非営利活動法人おき
なわ環境クラブ

こ く ば が わ

国場川河口域で自然・環境学習の場づくり活動
な は し

那覇市沖縄県沖縄13

令和５年度 手づくり郷土賞 選定結果 資料４
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